
 

２０１７－１８年度 地区方針 「今日からのロータリーを楽しもう！」 

 
本 日 第２２９４回 ２０１８年６月１５日（金）  No.２１７９ 

前 回 第２２９３回 ２０１８年６月８日（金）   記   録 
〇斉 唱：「君が代」・「奉仕の理想」 

〇ゲスト：尾張旭市子ども会連絡協議会  

会長  生田 香織様   

            顧問  中道 由美様   

        スポーツ担当  小熊 久美様  

〇出席者：会員 20 名中 19 名出席 出席率 95.00％ 

前々回補正出席率 5月25日100.00％ 

 会長あいさつ 西尾 輝久 

  本日はロータリーの徽

章（Emblem）についてお話

します。ロータリーの徽章

とは、私達が通常ロータリ

ーバッジと呼んでいるロー

タリーマークの襟章のこと

を指します。ロータリアン

の権利としてその着用が許されています。「バッジ」

という言葉は「RI 定款」「RI 細則」では徽章と区別

されて使用され、例会場で付ける丸い名札を指しま

す。ロータリーの徽章の着用は、ロータリアンの誇

りを示すと同時に、その責任を表しています。1993

年の国際協議会でロバート・R・バース会長は次の

ように述べられました。「ロータリアンが徽章を付

けている時は、次のことを意味しています。①あな

たは私を信用して頂いても結構です。②私は信用に

値する者です。③私の用意はできています。いつで

もあなたの為に奉仕できます。④私は受ける以上の

ものを、あなたに与えます。⑤私は人のために奉仕

します。」というものです。世界中のロータリーの組

織を象徴するため考案された歯車は、1905 年（明治

38 年）ロータリー誕生の年に生まれています。そし

て RI は RI の徽章、バッジまたはその他の記章をク

ラブやロータリアンが商品の商標その他商業上の

目的に使用することを禁止しています。ロータリア

ンの皆様も例会場においては当然のこと、また例会

場以外のところでも、ロータリーの徽章を必ず着用

して下さい。「ロータリアン、バッジ着用、心にも」 

本日の会合：第 3 回次期理事役員会 於尾張旭市商

工会館内 第一会議室 13：40～      

次回の会合：第 2 回次期クラブ協議会 於尾張旭市

商工会館内 第一会議室 13：40～ 

おめでとう 
 

〇結婚記念日祝福（右） 
６月１５日 江尻  豪君 
〇誕生日祝福（左） 
６月 ４日 山田 直樹君 

 

 

 

本日のプログラム  Today's Program 
 

点      鐘     
 
ソ   ン  グ   「今日の日はさようなら」 

卓話担当者 ：会長・幹事・SAA 
 
卓 話 者：    〃 
 
演 題：「 クラブフォーラム 」 

       
ロータリー親睦活動月間 

                            

  
例 
 
会 
 

予 
 
定 

６月２３日（土） ６月２９日（金） ７月６日（金） ７月１４日（金） 

親睦夜間例会 

（22 日振替） 

担当者：親睦活動委員会 

 於名古屋国際ホテル 
「 銀座 」 

PM6：00 点鐘 

休会 

 

（定款による休会） 

卓話担当者：2018-19 年度 

会長 森井 晴生君 

卓話者：   〃 

演題：「会長所信表明」 

卓話者：各委員長 

卓話者： 〃 

演題：「委員会事業説明」 

幹事報告 



ニコボックス 
〇子ども会連絡協議会の生田様、中道様、小熊様、

ようこそいらっしゃいました。子供達のために努
力して下さい。         西尾 輝久君 

〇結婚記念日を祝っていただき。  江尻  豪君 

〇誕生日を祝っていただき。    山田 直樹君 

〇尾張旭市子ども会連絡協議会の皆様。ようこそ。 

   岡田 好雅君、岡本 和士君、箕輪 良孝君 

〇戦略員会の報告をさせて頂きます。1 年ご苦労様
でした。            箕輪 良孝君 

〇箕輪さん、お元気な卓話を、お願いします。 

   加藤 清久君、金森 俊輔君、桜井 雅博君 

   舟橋 龍秀君、森井 晴生君 

〇梅雨入りで,早速台風,こんにちは。加藤 清久君 

〇先日、私が紹介させて頂いた、今きてる人、落合
陽一氏が明日の BS-TBS 夕方 5 時半からの「夢の
鍵」で取り上げられます。ご興味があれば見てみ
て下さい。           松永 洋子君 

〇国際奉仕委員会です。1 年間ありがとうございま
した。             箕輪 良孝君 

第3回次期理事役員会 
日時：2018 年 6 月 8 日（金）13：40～ 

場所：尾張旭市商工会館内 第一会議室 

議題：１）次年度予算書、プログラムについて 

     （桜井次期幹事） 

    ・提案通り承認された。 
 
   ２）7 月 28 日夜間例会について 

     （菊田次期親睦活動委員長） 

    ・承認された。 
 
   ３）その他の件 

    ・ゲストは 13 時に退席して頂く事とする。 

尾張旭市子ども会連絡協議会訪問 
尾張旭市子ども会連絡協議会  

会長 生田 香織様 

 

2018 年秋に開催予定の「ミニ
スポーツ大会」のご説明をさ
れました。 
 

 

卓話 
「戦略委員会の 1 年 

の総括」 

 

戦略委員会委員長  

 

箕輪 良孝 

 １年の総括となって

いますが、経緯を説明

し、会員諸君に理解と関心をもっていただくことを

望みます。 

前年度 クラブ運営委員会の仕事としてクラブ

の会員減少 財源の縮小等々危機にいたっている

クラブの再生を図るためにクラブ再生委員会の設

立を提案しました。役員 各委員会委員長で構成し 

理事会とは違って自由な意見交換ができました。 

３回の委員会を開催し、会員増強の成果はあまり

得られませんでしたが、ニコボックスと OFDY 基

金の活用を改善し、今年度の運営に効果を得ること

ができました。 

今年度、戦略委員会設置が推進され当クラブも再生

委員会をスライドし戦略委員会として進めました。

３回の委員会を開催し、会員増強の方策として OK

基金が設立され新会員の経済的負担を軽減するこ

ととなりました。このことによって会員が増えるこ

とをきたいするものです。 

また OFDY 基金の運用が具体化することとなり

次年度あたりに実現できると良いです。 

従来の奉仕活動を、現在の少数会員の体力にあった

奉仕活動を展開するため次年度も戦略委員会にて

様々なことを既成概念にとらわれず自由に考えて

いくことが重要かと思います。 

《 戦略委員会経過報告（総括）》 

２０１６－２０１７年度 再生委員会の設立 

２０１６－２０１７年度  クラブ運営委員会の活動

として再生委員会を設立 

事由 

・会員の減少に伴い奉仕活動の財源見直し。 

・少数会員の奉仕活動の在り方の見直し。 

・会員の増強を図る。 

２０１７－２０１８年度戦略委員会設立 

事由 

・地区等の方針もあり当クラブもその方針で再生委

員会を戦略委員会として設立。 

 

《 再生委員会の成果 》 

・OFDY 基金の活用の見直し。 

・従来 OFDY 基金の活用は国際 青少年奉仕を目

的としていたが、すべての奉仕を対象とすること

ができる。 

・ニコボックス資金の活用。 

・従来奉仕活動資金として運用していたが、実際

に行った費用のみを補助していた次年度から予

算の額を実績にかかわらず補助する。         

その結果、年度余剰金を一般財源として繰り入

れることができる⇒財源に余裕ができる。 

課題 

・会員増強の具体策ができなかった。 

・OFDY 基金の運用が具体化しなかった。 

 

《 戦略委員会の成果 》 

・会員増強 

・OK 基金の設立 

・新会員の入会に際し 費用負担を軽減する 

・OFDY 基金の運用の具体化を検討する 

課題 

・奉仕活動の見直し 

・組織の簡素化 

・会員増強 

 


